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岡崎隆司

こ の 春 （2000年3月），九州大学大学院理学系研究科

（地球惑星科学部 門）で 学位を取得 しました 岡崎隆司

（おか ざきりゅ うじ）で す．博士課程に お い て は隕石 中

の 希ガ ス の 同位体分析を行 っ てきました．希ガ ス は年

代測定だけ で なく， そ れ を含む 物質の 起源に 関する

重要な情報を提供 して くれます．その 最たる例は数年

前に大きなニ ュ
ー

ス となっ た火星隕石ALH84001 です．

あ の 隕石 が 火星起源 で あ るとい う最 も強 い 証拠 は希

ガ ス の 同位体比 が 探査機Viking　 Lander1，2に よる

火星大気のもの と非常に よく似て い るとい うこ とです．

隕石 の 希 ガ ス 同位体組成は隕石 ご とに 非常 に 異なっ

て おり，希ガ ス 分析は私に とっ て宝箱を明け るような

もの で した．そ ん なわけ で 私 は 隕石 の 希 ガ ス 分析 に

す っ か りはまっ て しまい ，博士課程 三 年 間は あっ と言

う間に終わっ て しまい ました．

私の 博士論文の タイトル は，「Origin　 of　 nobie 　gases

in　 enstatite 　 chondrites 　and 　ureilites ：Evolutional

processes　 of　 meteoritic 　 materials 　 in　 the　 early

sola］r　system 」で した．エ ン ス タタイト（E）コ ン ドライトと

呼ばれ る還元的な隕石 の 母天体及びそ の 材料物質 の

経験した出来事を，希ガ ス か ら得られる情報をもとに

解明するこ とが狙い でした．Eコ ン ドラ イトの 希ガ ス は

ア ル ゴ ン に富む元素組成を持 つ こ とが 報告され て い

ましたが，そ の 起源に つ い て は不明なままで した．隕

石中の 希ガ ス は様 々 な起源 （例 え ば超 新星爆発や宇

宙線による核反応で 出来た もの など）を持つ もの が 混

合して おり， 各 々 をい かに分離するかが鍵でした，私

は機械的破壊，段階的加熱， レーザーの 三 つ の希ガ

ス 抽出法を用 い て，ア ル ゴ ン に 富 む希 ガ ス の 起 源に

迫るこ とにしました．結果は予想以上に非常に 興味深

い もの となりました．驚くこ とに ， ア ル ゴ ン に富 む希 ガ

ス は コ ン ドリュ
ール 中に濃集して い るこ とを発見しまし

た．また，同位体組成 か らは，太 陽 風 が こ の 希 ガ ス の

起源で ある可能性が 高い こ とを突き止 めました．こ れ

らの 結果は「コ ン ドリュ
ール は大量の太陽風希ガ ス を

含ん だ物質が 瞬間的 に 加熱され急冷 して で きた」とい

うことを示唆するもの で した．コ ンドリュ
ール形成時の

熱源に つ い て は諸説紛 々 で すが，私の得た結果はコ

ン ドリュ
ー

ル の 加熱時の 到達温度 ・冷却速度に重要な

制約を与え，また，原始太陽は現在よりも桁違 い に 大

量 の 太陽風を放出して い た可能性 も示唆して い ます．

今年 の 春からは，東京大学地殻化学実験施 設 の 研究

機関研究員に採用され ました．これか らもサイエ ン ス

を楽しみなが ら研究 を続 け て い きた い と考 えて い ま

す．最後に なりました が，今後ともよろ しくお 願い しま

す．
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